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目

録

考
詮

文
亭
博
士

来日

回

英

松

著

一脚

事

天

書

十

巻

大
納
言
藤
原
演
成
撰

こ
の
書
は
長
寛
勘
文
に
裁
せ
た
る
助
教
清
原
積
業
の
勘
文
に
も
、
「
天
書
一
明
記
」

と
見
え
て
神
書
と
し
た
り
。
然
る
に

ト
部
品
品
友
の

と

古
語
拾
遣
の
奥
書
に
は
、
天
害
者
帝
紀
一

い
へ

b
。
そ
の
巻
数
は
同
じ
り
れ

E
、
こ

部
十
巻
、
日
本
紀
具
書
也
、
北
書
尤
可
秘
蔵
之
書
也
、

れ
を
帝
紀
と
し
た
れ
ば
、
こ
の
目
録
、
及
び
長
克
勘
丈
色
合
は
や
ヲ

。
蓋
し
「
日

本
紀
且
(
書
也
」
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
は
、
紳
代
よ
り
紳
武
天
皇
以
後
に
及
び
た
る
を
以
て
、
或
は
紳
記
と
い
ひ
、
或

は
帝
紀
と
も
記
し
た
る
も
の
な
ら
ん
か
。

災

害

i
l
l
-
b
h
 



夫

書

一一

著
者
を
大
納
言
藤
原
演
成
と
し
た
れ

E
、
藤
原
潰
成
は
、

績
日
本
紀
に
、
延
暦
九
年
二
月
乙
酉
、
太
宰
員
外
帥
従
三
位
藤
原
朝
臣
潰
成
克
、
脂
太
政
大
臣
正
一
位
不
比
等
之
孫
、

兵
部
卿
従
三
位
麻
呂
之
子
也
、
略
渉
群
書
、
阪
習
術
数
、
以
宰
相
之
胤
、
歴
賊
内
外
所
在
無
積
、
吏
民
忠
之
、
賢
畠
中
豆

参
議
三
位
、
歴
時
正
予
兵
部
卿
、
一
文
臆
元
年
、
坐
事
左
還
、
至
是
亮
任
所
、
時
年
六
十
七
、

とみの

b
て
、
「
略
渉
群
書
」
と
見
え
た
れ
ど
、
極
官
参
議
に
し
て
、
大
納
言
た
り
し
事
見
え
今
。
且
つ
藤
原
演
成
を
こ
の
書
の

著
者
と
し
た
る
事
は
、
こ
の
外
に
記
し
た
る
も
の
な
り
れ
ば
疑
み
ぺ
き
に
似
た
り
。
こ
の
書
は
、
奈
良
朝
末
期
の
も
の
に

も
あ
ら
今
、
演
成
の
著
に
も
あ
ら
?
と
せ
ば
、
い
つ
の
頃
に
な
り
た
る
も
の
と
す
べ
き
か
。
此
の
如
〈
こ
の
書
は
、
長
寛
勘

丈
に
載
せ
た
る
助
教
清
原
版
業
の
勘
文
に
引
缶
、
ま
た
穆
日
本
紀
に
も
引
載
し
た
る
に
よ
れ
ば
、
平
安
朝
に
な
h
た
る
も

の
に
し
て
、
院
政
時
代
を
下
ら
古
る
も
の
な
る
事
は
明
な
り
。
長
寛
勘
文
に
載
せ
た
る
は
、
熊
野
様
樟
日
命
の
事
に
闘
し

，
た
る
も
の
に
し
て
、
韓
日
本
紀
に
引
き
た
る
も
の
は
二
十
八
候
あ
り
。
却
も
紳
代
の
各
八
鋭
、
欽
明
天
皇
七
僚
、
雄
略
天
皇

三
保
、
垂
仁
、
履
中
、
免
恭
の
三
代
各
二
僚
、
長
行
、
反
正
、
安
康
、
故
遣
の
三
朝
各
一
候
な

b
。
号
、
の
倉
敷
を
記
し
た
る
は
、

紳
代
献
一
議
一
ぞ
巻
こ
と
し
、
垂
仁
、
長
行
の
二
代
を
地
位
六
に
股
め
、
履
中
、
反
正
、
免
恭
、
雄
略
の
四
代
を
器
入
と
し
、
故
遣

を
巻
十
と
し
た

b
。
ぞ
の
最
終
は
明
な
ら
ね
E
、
十
念
に
し
て
、
敏
達
天
皇
を
巻
十
に
股
め
た
れ
ば
、
推
古
天
皇
以
下
に

及
ぶ
事
は
あ
ら

F
る
ぺ
し
。
な
は
そ
の
一
-
こ
を
抄
出
す
れ
ば
、
左
の
如
し
。

天
番
目
、
経
津
主
者
天
之
鎮
紳
也
、

4

其
先
出
自
諾
傘
、
初
諾
往
斬
温
突
血
成
諒
霧
、
天
下
陰
問
、
直
建
天
漢
、
化
潟
三
百

六
十
五
度
、
七
百
入
十
三
日
記
石
、
是
認
足
度
之
精
也
、
気
化
合
料
、
抗
日
磐
裂
、
是
認
歳
旦
之
括
的
一
弘
前
…
ぷ
記

天
書
第
八
日
、
四
年
各
十
月
立
壇
詰
神
、
並
設
盟
釜
、
天
子
命
力
者
、
使
天
下
所
共
知
虚
者
一
人
投
入
釜
中
、
基
其

民
売
、
殉
子
四
民
人
投
貫
一
人
、
以
釜
示
之
、
百
姓
大
恐
其
験
、
未
向
盟
釜
、
皆
悉
定
夫
、
態
別
桝
一
銭

こ
の
書
は
、
此
の
如
〈
、
長
寛
勘
丈
、
蒋
日
本
紀
等
に
引
き
た
る
も
の
L

み
に
し
て
、
世
に
俸
は
ら
ざ
り
し
が
、
今
紳
道

叢
書
中
に
股
め
た
る
天
書
十
港
あ
り
。
文
和
二
年
ト
部
品
品
友
が
、
‘
右
大
臣
藤
原
道
嗣
の
本
を
以
て
寄
寓
し
た
る
由
の
臭

書
、
及
び
永
享
九
年
飛
鳥
井
雅
世
が
、
平
野
乗
捕
の
本
を
借
り
て
お
し
た
る
由
の
奥
書
を
掲
げ
、
樋
口
宗
武
が
、
こ
の
香

を
相
州
大
体
家
に
得
て
i

害
お
し
た
る
由
の
奥
書
を
の
せ

t
b
。
其
の
目
次
は
左
の
如
し
。

各
一
別
代
港
ニ
…
剛
州
各
一
一
一
封
均
一
一
附
港
四
割
一
群
…
、
各
五
割
問
…
一
山

容

六

割

一

昨

一

州

各

七

割

伐

臨

港

八

回

統

一

港

九

封

耕

一

腕

各

十

封

耕

一

向

こ
れ
を
韓
日
本
紀
に
引
〈
と
こ
ろ
の
倉
敷
と
封
照
す
る
に
、
一
致
せ
ぎ
る
の
み
な
ら
予
。
殊
に
私
訓
三
の
欽
明
天
皇
三

十
二
年
の
伎
に
引
き
た
る
天
書
目
、
「
新
羅
遣
弔
伎
未
胞
子
夫
消
云
々
、
」
の
丈
、
及
び
長
寛
勘
文
に
引
き
た
る
天
書
紳
記

の
文
具
え
♂
れ
ば
、
後
の
も
の
な
る
事
明
な
り
。
そ
の
中
に
紳
功
皇
后
五
十
年
、
諸
国
に
鰐
路
ぞ
作
り
、
傍
明
天
皇
三
年
、

揺
州
有
馬
温
湯
漏
出
の
紀
事
あ
り
て
、
日
本
紀
の
丈
ぞ
誤
解
し
て
、
記
し
た
る
が
如
き
も
の
あ
れ
ば
、
蓋
し
後
世
に
至
り
、

何
人
か
こ
れ
を
偽
作
し
た
る
ふ
の
な
る
ぺ
し
。
き
れ
ば
、
多
国
義
俊
の
遊
和
草
、
篠
崎
維
章
の
和
皐
排
、
伊
勢
貞
丈
の
安

搭
随
筆
、
及
び
群
書
一
一
覧
等
の
如
き
は
、
い
づ
れ
も
こ
れ
を
以
て
偽
書
と
し

t
b。

天

寄



古

語

拾

遺

国

古

語

拾

遺

巻

忌
部
巳
既
成
撰

上
古
以
来
の
事
は
、
園
奥
家
牒
に
載
せ
た
れ

E
も
、
倫
遺
漏
あ
る
を
以
て
、
礎
部
民
成
が
、
務
部
氏
の
奮
設
を
録
し
て
、

平
城
天
皇
の
上
聞
に
達
せ
し
も
の
な
り
。
邸
中
り

品
位
首
に
、
蓋
問
、
上
古
之
世
未
有
文
字
、
貴
賎
老
少
口
口
相
博
、
前
言
往
行
存
而
不
忘
、
書
契
以
来
不
好
談
古
、
浮
華
競

典
、
還
喧
奮
老
、
途
伎
人
歴
世
而
踊
新
、
事
蓬
代
而
盤
改
、
顧
問
故
賞
、
鹿
識
根
源
、
悶
史
家
牒
雄
裁
其
由
、
一
二
委
曲
、

猶
有
所
遣
、
最
巨
不
言
、
恐
絶
無
停
、
幸
蒙
召
問
、
欲
掠
畜
憤
、
故
録
奮
説
、
敢
以
上
聞
云
、

l

・・
2

U

J

、

T
C
雪
ロ

I
L巻

末
に
、
前
件
神
代
之
事
、
設
似
盤
古
、
疑
氷
之
意
取
信
定
難
、
然
我
図
家
紳
物
震
脱
今
皆
見
存
、
燭
事
有
効
、
不
可
詔

虚
、
但
中
古
倫
朴
、
積
奨
未
明
、
制
事
霊
法
遺
漏
多
夫
、
方
今
里
運
初
啓
、
照
尭
臨
於
八
洲
、
買
暦
惟
新
、
蕩
舜
法
於
四

海
、
易
部
俗
於
佐
代
、
改
枇
政
於
嘗
年
、
随
時
垂
制
、
流
高
菜
之
英
風
、
典
康
縫
絶
、
柿
千
哉
之
悶
具
、
若
宮
比
誌
式
之

年
、
不
制
彼
望
秩
之
雄
、
縞
恐
後
之
見
今
、
猶
今
之
見
古
失
、
愚
臣
民
成
朽
蓮
之
飴
何
迭
八
十
、
犬
馬
之
銭
、
日
一
幕
開

切
、
忽
然
遷
化
、
含
恨
地
下
、
符
巷
之
談
、
猶
有
可
取
、
席
夫
之
忠
、
不
易
徒
鉾
、
幸
活
求
訪
之
休
述
、
深
款
口
貸
之
不

監
、
鹿
斯
文
之
高
達
、
被
天
堕
之
曲
照
括
的
、

大
同
二
年
二
月
十
三
日

と
凡
え
た
・
9
。
務
部
氏
は
、
古
よ
b
中
臣
氏
と
相
並
び
て
、
代
々
一
同
紙
に
奉
仕
し
た
b
し
が
、
孝
犯
天
皇
以
来
、
佐
官
そ
の

職
を
椴
「
こ
と
能
は
今
、
中
臣
氏
躍
を
専
に
し
た
る
に
よ
ち
て
、
陵
遅
衰
微
し
た
る
肢
を
叙
し
た

b
。
且
つ
伊
勢
神
宮
、

及
び
熱
田
神
宮
に
闘
す
る
も
の
各
一
保
、
務
部
氏
封
中
臣
氏
関
係
の
も
の
五
伎
、
諸
氏
針
中
区
氏
関
係
の
も
の
四
伎
、
合

せ
て
十
一
ク
伎
の
遣
れ
た
る
と
こ
ろ
を
翠
げ
た
り
。

日
本
後
紀
に
よ
る
に
、
是
よ
り
先
、
忌
部
中
区
の
雨
氏
、
各
訴
ふ
る

と
こ
ろ
あ
り
し
が
、
大
同
元
年
七
月
に
至
り
て
、
勅
裁
を
下
さ
れ
た
り
。
各
首
に
寸
辛
哀
召
問
、
欲
技
者
償
、
故
銭
苔
設
、
敢

以
上
聞
云
爾
、
」
と
あ
る
は
、
蓋
し
雨
氏
訴
訟
の
際
、
民
成
を
召
さ
れ
て
、
御
下
問
あ
り
し
か
ば
、
翌
二
年
二
月
十
二
日
に
至

ち
て
、
こ
の
書
を
上
り
し
も
の
な
b
。
ま
た
、
「
若
宮
比
這
式
之
年
、
不
制
彼
望
秩
之
桂
、
結
恐
後
之
見
今
、
狛
今
之
見
古
、
」

と
あ
る
詮
式
は
、
律
令
格
式
の
式
に
し
て
、
官
時
選
式
の
翠
あ
る
に
よ
り
、
-
筈
例
の
遣
れ
た
る
も
の
十
一
ケ
伎
を
指
摘
し

て
、
こ
れ
を
式
の
中
に
参
取
せ
ら
れ
、
以
て
永
例
主
せ
ら
れ
ん
事
を
懇
願
せ
し
な

b
。
こ
の
後
、
嵯
峨
天
皇
の
御
代
、
弘
仁

式
を
選
ば
れ
し
が
、
今
俸
は
ら
ぎ
れ
ば
、
其
の
結
果
詳
な
ら
や

J

。

著
者
語
部
氏
成
は
、
そ
の
父
旭
詳
な
ら
子
。
書
名
の
下
に
、
従
五
位
下
と
記
し
、
「
最
臣
民
成
、
朽
迅
之
齢
既
抱
入
十
、
」
と

あ
れ
ば
、
そ
の
高
年
な

b
し
を
知
る
べ
し
。

書
名
は
、
天
祝
詞
、
古
事
記
、
日
本
紀
に
遺
漏
し
た
る
古
語
を
記
し
た
る
も
の
な
る
よ
し
、
古
典
徴
開
題
に
見
え
た

b
。

或
は
古
語
は
フ

Y

コ
ト
に
て
、
古
事
筈
事
と
同
じ
く
、
国
史
家
牒
等
に
遣
れ
た
る
古
事
奮
事
を
拾
掠
せ
し
意
な
ら
ん
。
古

誌
を
所
々
に
註
記
し
た
れ

E
、
古
語
に
て
は
、
そ
の
内
容
色
合
は
ざ
る
が
如
き
こ
』
も
せ
り
。
或
は
悲
始
に
、
「
故
銑
蓄
説
、

古

語

絵

芯

ヨζ

11 



古

語

拾

遺

ー

敢
以
上
問
、
L

と
記
し
、
港
尾
に
、
「
腐
斯
文
之
高
達
、
被
天
盤
之
曲
照
震
」
と
あ
り
て
、
上
奏
の
形
式
な
れ
ば
、
素
よ
り
書
名

ーヶマ
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常
事
d
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屯
べ
ん
変
民

一m司
会
主
庇
裁
判
件
、
4m一
府
内
七
本
牒
本
裁

呉
市
・
・
叫
弓
合

2
差
以
喜
子

、
執
す
給
品
ふ
吋
ず
手
話
〕
河
玖
ぜ
か
抗
言
湾
民
武

爺
誠
一
故
件
よ
ふ
株
幻
，
v
汁

gh

，
.44nqze
・ぞ，，、

-

n

z

E

f

l

，

一
明
え
鶏
胡
列
。
、
初
旬
特
長
・
皿
作
必
3.VFt

ム神・

ウ
清
流
魚
川
山
、
む
川
町
釦
之
内
川
ゑ
弘
一

内

一

1

・

一

「
以
凶
川
ゆ
い
角
川
均
一
品
除
A

去、

TE-一一均

し
、
以
て
こ
れ
を
弊
性
b
J
。

-ー

を
附
じ
た
る
も
の
に
は
あ
一
ら
F
る
ぺ
ぐ
、
古
語
拾
.
遣
は
、
後
に
名
つ

a

り
た
る
書
名
な
る
ぺ
し
。

倉
敷
は
、
仙
沼
書
籍
目
録
に
も
一
念
と
あ
れ
ど
、
拾
芥
抄
に
、
・
上

〈議所氏:f.t別回前岱侯〉

下
と
し
、
神
武
天
皇
印
位
の
僚
に
、
「
其
祝
詞
文
在
於
別
巻
、
」
と
あ

れ
ば
、
別
に
祝
詞
等
の
文
を
集
め
て
、
一
容
と
し
た
る
も
の
あ
り
し

が
却
し
。

こ
の
書
に
就
い
て
は
、
安
永
二
年
の
頃
、
日
下
部
勝
阜
が
疑
搭
一

品
位
を
著
し
て
、
こ
の
書
の
記
事
中
、
謬
れ
る
と
こ
ろ
、
疑
ふ
ぺ
き
む

の
十
五
ケ
俸
を
掲
げ
て
、
之
を
論
評
せ

b
。
但
し
こ
の
害
を
以
て
、

偽
書
と
推
断
し
た
る
に
あ
ら
子
。
「
炭
成
奏
比
書
、
不
遇
乎
愁
訴
諸

部
之
表
慶
也
、
L
と
い
へ
る
の
み
。

こ
れ
に
封
し
て
、
本
居
宣
長
は

さ
れ
ど
、
宣
長
も
ま
た
、
こ
の
書
の
中
、
誤
謬
の
結
砂
か
ら
.
さ
り
し
を
認
め
、
且
「
こ
の
呑
は
、

疑
癖
弊
を
著
し
、
各
僚
に
就
い
て
、
そ
の
謀
、
り
た
る
と
こ
ろ
を
指
示

忌
部
右
上
げ
過
ぎ
て
、
買
に
差
へ
り
と
見
ゆ
る
事
は
、
誠
に
多
し
、
」
と
い
へ
り
。

こ
の
害
は
、
元
亨
元
年
花
園
上
皇
の
閲
覧
し
給
ひ
し
事
、
同
定
誌
に
見
え
、
本
朝
月
令
、
政
事
要
略
、
明
文
抄
、
長
寛
劫

丈
、
年
中
行
事
私
抄
、
蒋
日
本
紀
等
に
引
載
し
た
る
も
の
多
く
、
保
安
五
年
の
奥
書
に
は
、
主
紳
頭
師
訟
の
本
を
以
て
校
正

し
た
る
よ
し
見
え
、
嘉
誠
元
年
の
奥
書
に
は
、
左
京
桔
大
夫
長
倫
の
本
を
以
て
呑
寓
し
た
る
事
を
記
し
、
-
』
の
外
、
嘉
元
四

年
、
延
丈
元
年
、
至
徳
三
年
、
の
ト
部
品
品
直
、
同
乗
夏
、
同
乗
堂
、
同
策
担
…
等
の
奥
書
ゐ
り
。
大
正
三
年
に
は
、
明
治
虫
悠
記
念

皐
舎
に
於
い
て
、
こ
れ
を
英
文
に
鶴
詳
し
て
出
版
し
た

h
。

こ
の
書
の
古
寓
本
は
、
子
爵
吉
田
良
栄
氏
所
戒
の
嘉
総
本
ゐ
り
。
侯
傍
前
田
利
角
氏
所
政
鎌
倉
末
期
前
後
の
る
の
三
本

あ
り
。
前
岡
本
は
、
昭
和
十
一
年
、
悶
貨
に
指
定
せ
ら
れ
、
こ
の
中
、
元
弘
四
年
の
寓
本
一
容
は
、
育
徳
財
図
に
て
、
複
製

せ
ら
れ
り
。
刊
本
に
は
、
元
職
九
年
、
同
十
六
年
の
刻
本
、
木
村
正
辞
博
士
、
渡
透
重
石
丸
、
柴
田
花
守
、
三
輪
田
元
締
以
下

こ
の
書
の
註
蒋
書
は
左
の
如
し
。

の
枚
刊
本
等
多
〈
、
群
書
類
従
に
も
牧
め
、
吉
田
本
は
明
治
虫
徳
記
念
車
合
に
て
出
版
し
た
り
。

古
語
拾
遺
講
義
評
詰

標
詰
古
語
拾
遺

頭
書
標
詰
古
語
拾
遺

古
語
拾
遺
静
義

古
語
拾
遺
講
義
稜
成
男
健

古

語

拾

遺

藤

原

~ 

半

盛

村

上

忠

F口

久三

質

栗

出・

保

季

詰

栗

寛

田

七
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大

和

本

記

i¥. 

大

和

本

記

二

巻

記
一
脚
代
古
事
、
上
官
太
子
御
撰

今
俸
は
ら
ね
E
、
稗
日
本
紀
、
袖
中
抄
、
古
事
記
裏
書
、
吉
田
日
次
記
等
に
譲
れ
ば
、
神
代
の
事
E
も
を
記
し
た
る
も
り

の
如
し
。
即
ち
韓
日
本
紀
の
秘
訓
紳
代
に
、
浮
漂
の
義
を
ば
、
古
事
記
、
上
官
記
と
同
じ
ぐ
、
「
ク
ク
グ
ナ
ス
夕
、
ヨ
へ

y
」

と
よ
め
る
由
見
え
、
吉
田
日
次
記
臆
永
九
年
七
月
廿
二
日
の
僚
に
は
、
天
照
大
一
柳
天
壌
無
窮
の
一
柳
勅
の
中
、
こ
の
害
に
、

子
々
孫
々
千
々
高
々
の
文
あ
る
よ
し
を
記
せ
り
。
な
ほ
こ
の
香
の
文
は
、

蒋
日
本
紀
越
義
三
紳
代
上
に
、
犬
倭
本
記
、
一
番
目
、
天
皇
之
始
天
降
来
之
時
、
共
副
護
搭
銃
三
面
子
鈴
一
合
也
、
註

日
二
鏡
者
、
天
昭
一
犬
神
之
御
霊
名
天
懸
紳
也
二
鏡
者
、
天
照
大
紳
之
御
霊
名
園
懸
大
一
明
、
今
紀
伊
国
名
草
宮
崇
敬

解
奈
大
一
柳
也
、
一
段
跳
及
子
鈴
者
、
天
皇
御
食
律
神
朝
夕
御
食
夜
護
日
護
措
奉
犬
神
、
今
各
向
穴
師
赴
官
所
坐
祭
大
柿

也

と
見
え
た
り
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
は
、
日
本
紀
の
如
〈
、
本
文
の
外
に
二
番
を
掲
げ
付
し
た
る
も
の
あ
り
し
が
如

し
。
ま
た

古
事
記
一
長
書
に
、
大
倭
本
記
云
、
夫
寅
泉
一
牛
坂
者
、
無
常
之
島
・
也
、
彼
不
別
有
慮
、
唯
臨
死
気
絶
巳
之
能
是
謂
獄
、

?
と
あ
る
は
、
害
事
紀
の
陰
陽
本
記
と
同
文
に
し
て
、
日
本
紀
の
一
書
の
註
と
大
同
小
異
な
り
。

こ
の
外
、
左
大
奥
小
規
季

能
記
安
貞
二
年
大
万
契
紛
失
事
の
僚
に
、
「
大
倭
本
記
同
有
御
宴
、
雄
被
閑
人
々
、
不
持
云
々
、
」
と
あ
れ
ば
、
そ
の
頃
侍
本

の
少
か
り
し
を
知
る
ぺ
し
。

こ
の
書
ぞ
、
上
宮
太
子
、
の
御
撰
と
し
た
れ

E
、
他
に
は
そ
の
徴
な
〈
、
且
つ
活
文
の
み
に
て
は
、
考
ふ
ぺ
き
よ
し
む
な
り

れ
E
、
蓋
し
後
人
の
般
託
し
て
、
作
、
り
し
も
の
な
ら
ん
か
。

位
し
蒋
日
本
紀
に
引
き
北
る
日
本
紀
の
私
記
に
の
せ
た
る
に

擦
れ
ば
、

平
安
朝
中
期
以
前
に
な
り
し
も
の
な
る
事
は
明
な
り
。

世
に
大
和
本
記
と
揺
す
る
寓
本
一
港
ゐ

b
。
別
に
摂

者
の
名
を
あ
げ
ぎ
れ
ど
、
京
都
、
山
誠
以
下
諸
国
の
事
を
記
し
た
る
も
の
に
で
、
同
名
異
書
な

b
。
こ
の
香
の
事
は
、
な
ほ

皇
室
御
撰
之
研
究
に
も
の
せ
た
り
。

，甲

Hd
己

号
制
w
p
h
M
号

u

十

巻

日
本
紀
私
記
目
、
天
皇
天
孫
事
具
在
此
書

今
停
は
ら
す
。

日
本
紀
私
書
に
、
世
有
神
別
記
十
乏
し
援
母
議
事
、
最
霊
張
、
然
年
紀
室
、
作
者
不
詳
、

と
あ
り
。
天
皇
天
孫
は
設
に
し
て
、
天
孫
天
神
ぞ
正
し
と
す
ぺ
し
。
新
井
白
石
の
紳
書
に
、
「
紳
別
記
に
、
功
徳
あ
り
し
人

々
を
ま
つ
り
し
事
を
し
る
せ
し
な
り
、
今
は
比
書
な
き
な
り
よ
と
い
へ
る
は
、
何
に
よ
り
た
る
か
は
詳
な
ら
や

J
O

但
し
今

紳
別
記
と
稽
せ
る
お
本
十
港
あ
り
。
天
地
別
記
、
陰
陽
別
記
、
根
回
別
記
、
黄
泉
別
記
以
下
、
素
謹
男
命
、
大
図
主
紳
の
系

悶
等
を
記
し
た
る
も
の
な
り
。
後
人
の
偽
作
な
る
事
は
言
を
侯
花
子
。

科

別

記

九

III..! 



伊

勢

大

制

官

儀

式

伊

勢

太

紳

宮

儀

式

二

巻

皇
太
神
宮
一
巻
.
豊
受
宮
一
巻
.
延
暦
廿
三
年
詰
謹

O 

を
記
し
た
る
も
の
な
り
。

伊
勢
皇
太
神
宮
、
及
び
豊
受
宮
の
鎮
座
由
来
、
運
官
、
殴
合
、
紳
郡
、
奉
幣
、
年
中
行
事
等
)
一
柳
官
に
閲
す
る
祭
加
儀
式
等

い
づ
れ
込
群
書
類
従
に
股
め
た
り
。

延
暦
二
十
三
年
註
話
せ
し
も
の
に
か
)
る
。

弘

一

九

{

川

J
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J
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一

λ
?宇一
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よ
い
γ

ぺ
~

一

・

松

本

一

ι下

J
…

炉

内

ー

ド

A
L
U

u
v
t
二
を
い
'hbeeず
へ
い

3
q

:
ふ
-2:ゑ
荒
川
紀

-si
ム

(

一むが
U

一
応
鰐
佐
和
ド
川
町
む
や
ペ
叫
ん
間
£
島
、
丸
山
川

F

ハ冷車
19PEtぷ紅一

J

川
じ
小
い
た
ポ
!

と
あ

b
て
、
太
神
宮
司
繭
立
大
内
人
等
の
削
岩
名
あ
り
。

(滋JiJj"広文宮市11)帳式儀官話rjl太皇

皇
太
紳
官
儀
式
帳
一
巻
は
、
始
に
、
「
伊
勢

太
一
判
官
繭
宜
、
謹
解
出
・
、
儀
式
並
年
中
祭
行

事
、
」
と
あ
り
て
、
二
十
三
ケ
伎
あ
ち
。

巻
末
に
、
以
前
供
奉
天
照
坐
皇
太
神
宮

儀
式
、
並
年
中
三
節
祭
、
及
年
中
雑
一
抑
惑

照
註
加
件
、
白
詰
具
扶
謹
解
、

延
暦
廿
三
年
八
月
廿
八
日

事
事
、
」
と
記
し
て
、
九
俊
ゐ
hv
。

止
由
気
宮
儀
式
帳
一
容
は
、
始
に
、
「
皮
曾
官
繭
立
内
人
等
解
申
、
止
由
気
太
紳
宮
儀
脹
並
禰
宜
内
人
物
忌
等
j

年
中
行

品
位
末
に
、
以
前
度
合
乃
等
由
気
太
神
宮
儀
式
、
並
繭
宜
、
内
入
、
物
忌
等
、
年
中
積
々
行
事
、
調
宜
行
事
、
銑
頭
進
上
如

件
、
初
詰
股
謹
解
、

と
見
え
て
、
太
神
宮
司
禰
宜
、
及
び
内
人
三
人
岩
名
せ

b
。

止
由
気
宮
儀
式
帳
の
巻
末
に
は
、
「
神
祇
官
検
」
と
し
て
、
伯
、

犬
副
、
少
副
、
大
佑
、
少
佑
、
大
史
、
少
史
蓮
果
せ

b
。
一
蓋
し
雨
宮
よ
り
、
紳
祇
官
に
註
準
し
、
一
刊
紙
官
に
於
い
て
、
こ
れ
を
桧

勺一定す笠巾人
1
5
m
一
ゃ

ι芝
生
お
お
忠
一
地

司
'
に
一
笠
文
物
孝
一
事
長
?
?
?
閥

，
t
-
-
J
-

儀

一
‘
、
一

A
d
w代
係

.

2

一F
J
u
-
-
e
y
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-

蹴

手
'ak
史一戸ム
2
3弘義一一一

G
F
Y玄
徐

J
J

一

間

一
昨
季
ニ
交
付
純
益
ゲ
寸
封
切
何
事
上

ZA伶
1

向

日

え

3
5持件当
uZ2J十
世

主

任

一

町

村点

、主

Eb令
h27zzf徐

J

，

t
a
叫

ん

G

校
せ
し
も
の
な

b
。

こ
の
香
の
事
は
、
中
右
記
永
久
二
年
九
月

六
日
の
伎
、
及
び
勘
仲
記
弘
安
十
年
七
月
十

三
日
の
僚
に
見
え
、
小
朝
熊
紳
鏡
沙
汰
文
以

下
の
書
に
引
き
た
h'
。
今
俸
は
り
た
る
古
詩

本
は
、
皇
太
神
宮
儀
式
肢
に
は
、
神
宮
文
庫
の

所
減
、
(
菌
国
家
宮
破
)
及
び
京
都
帝
国
大
阜

の
所
臓
(
今
出
川
本
)
あ
hJO

止
由
気
宮
儀
式

帳
に
は
、
紳
官
文
庫
の
既
成
二
部
、
(
貫
生
院

苔
減
及
び
村
松
本
)
及
び
侯
侵
前
田
利
活
畑
氏
の
臓
本
あ
り
。
刊
本
は
、
群
書
類
従
に
牧
め
花
る
も
の
あ

b
。

こ
の
書
の
註
務
書
、
及
び
参
考
書
は
左
の
如
し
。

伊
勢
雨
太
神
宮
儀
式
幌
考
詰

伊

勢

大

柿

宮

儀

式

藤

井

幹

貞

-....! 



伊

勢

大

冊

判

官

機

政

儀

式

皇
太
宮
紳
儀
式
鮮

経

雅

O 

* 
JI( 

太
紳
宮
儀
式
頭
詰

未

詳

皇
太
神
宮
儀
式
詩
騨

オミ

詳

豊
受
太
紳
宮
儀
式
解

橋

正

兄

村

外
宮
儀
式
帳
私
考

崎

文

雅

右

儀

式

帳

担

問

亀

田

末

雄

伊

勢

太

紳

宮

機

殿

儀

式

二

巻

一
脚
肺
積
一
巻
.
紳
服
一
巻

今
停
は
ら
ね
ば
明
な
ら
ね

E
、
太
神
宮
の
紳
衣
ぞ
織
る
犠
肢
に
閲
す
る
事
E
も
ぞ
記
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。
紳
白
川

綬
、
紳
服
の
雨
樵
股
に
て
、
各
一
袋
あ
り
。
紳
麻
績
は
荒
妙
に
て
、
そ
の
機
股
は
、
伊
勢
困
多
気
郡
井
手
郷
に
あ
り
。
紳
肱

は
和
妙
に
て
、
そ
の
様
殿
は
、
同
郡
流
田
郷
服
村
に
あ
る
よ
し
、
紳
宮
雑
例
集
に
見
え
た
b
。

こ
の
書
は
、
伊
勢
二
所
太
神
宮
紳
名
秘
書
に
、
延
暦
十
七
年
三
月
、
機
股
儀
式
帳
と
し
て
引
き
た
る
も
の
三
候
ゐ
り
。

ま
た
神
宮
雑
例
集
に
載
せ
た
る
嘉
臆
二
年
八
月
廿
七
日
の
左
弊
官
符
に
、
「
至
子
営
磯
股
印
、
並
延
暦
式
正
文
」
と
あ
る
廷

暦
式
は
、
こ
の
書
な
ら
ん
か
。
但
し
今
皇
太
一
柳
宮
様
殿
儀
式
艇
と
題
し
ゃ
一
る
も
の
一
港
あ
れ

E
、
後
に
偽
作
し
た
る
も
の

な
る
事
は
言
ふ
を
侯
花
今
。

.圃・・
.園田園

帝

紀

奮

事

本

紀

十

巻

間
間
以
来
、
推
古
天
皇
以
往
、
聖
徳
太
子
、
蘇
我
馬
子
大
臣
提

神
代
よ
今
、
推
古
天
皇
に
至
り
、
館
連
日
傘
以
来
、
物
部
、
尾
張
雨
兵
の
代
々
を
記
し
、
百
三
十
六
図
誌
の
事
を
記
し
た

り
。
序
文
に
1

先
代
替
本
紀
者
、
聖
徳
太
子
且
所
撰
也
、
子
時
小
治
田
豊
浦
官
豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
印
位
廿
八
年
、
歳
究
成
辰
春
二

月
甲
午
朔
戊
戊
、
揖
政
上
宮
厩
戸
聾
聴
耳
聖
徳
太
子
傘
、
命
大
匡
蘇
我
馬
子
宿
繭
等
、
奉
勅
撰
定
、
宜
録
先
代
菩
事
、

上
古
園
記
、
紳
代
本
紀
、
神
祇
本
紀
、
天
孫
本
紀
、
天
皇
本
紀
、
諸
王
本
紀
、
区
連
本
紀
、
伴
詮
国
誌
、
百
八
十
部
会
民

本
紀
者
、
謹
諜
勅
旨
、
因
循
古
記
‘
太
子
A
M
儒
蒋
説
衣
録
、
而
修
撰
未
完
、
太
子
菟
去
失
、
撰
録
之
事
、
鞍
而
不
紙
、
因
新

所
撰
定
紳
皇
系
闘
一
定
、
先
代
因
記
、
紳
皇
本
紀
、
巨
連
伴
遊
園
造
本
紀
十
巻
、
抗
日
先
代
替
事
本
紀
、
所
謂
先
代
替

事
本
紀
者
、
蓋
諮
問
間
以
降
常
代
以
往
者
也
、
其
諸
皇
王
子
、
百
八
十
部
会
民
本
紀
者
、
克
待
筏
勅
可
撰
録
、
子
時
品
川

年
歳
攻
壬
午
春
除
己
丑
是
・
也
、
凡
厭
修
撰
題
目
顧
録
如
左
、

話

事

本

正己
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